令和３年度事業報告書

特定非営利活動法人　工房あおの丘

1． 事業の成果

（就労継続支援Ａ型）
（1） 年間目標について
・就業規則の見直しを実施。今後、労働条件の改善に繋がるようにしていく。
・個別の支援が、それぞれの就労生活に繋がっている。将来に向けて、生活面に課題があると
思われる利用者に関して、長期的な支援を相談支援専門員へ繫いでいきたい。
・事業内の情報の共有は、ある程度できている。利用者支援に必要な情報は、事業に関わらず発
信していく。また、情報収集に努め支援に取り入れていく。

（２）利用実績について
・利用者受け入れについて、上半期は新規利用者を獲得できたが継続に至らず、利用実績は前年度並みとなった。今後も、就労継続支援Ａ型事業として受入基準を明確にし、法人と事業運営状況に合わせて利用者を獲得する。
（３）職員配置について
　・前年度と同じ。
（４）就労支援事業について　
・清掃作業について、5月から2名配置となったため、新たな作業を取り入れた。
・メイン受託作業について、今年度は今のところ大きな外部クレームはない。今後も品質を第一に確実な作業を徹底していく。納品前のチェック作業は必須として今後も継続。
　受注量の変動はこれまでもあり、今後も必ずある。大幅な増産見込みは無。利用者を増やした場合の作業確保、受注が極端に下がった時の対策が必要。
（就労継続支援B型：工房　あおの丘）
（１）年間目標について
・今年度４月～11月間は、平均工賃月額1万円を下回る事なく維持する事が出来た。
支援ツールに関しては、利用者も作業内容によって使用するツールを把握しており、活用して作業を進めていく事が出来ている。
・作業環境においては、作業内容で従事する利用者を充て、作業配置を行なっている。また、身体
的な動線も考慮した配置を取っている。その為、作業優先での作業配置となっており、障害に特
化(特に自閉傾向が強い)した作業配置は、現在のスペースでは厳しいと感じている。
・スタッフ間での支援についての話し合いは、支援会議は勿論、就労継続支援Ｂ型のみの朝ミーティング、金曜日夕方のスタッフミーティングでも実施し、利用者情報伝達、支援の統一・経過の確認などを行なっている。
・利用者が作業の準備から片付けまでの一連の工程を行なう事がまだ出来ておらず、スタッフが声掛けし、スタッフが一生懸命動くといった状況がまだ見られる。
・未実施となっている他事業所を見学し、取り入れる事が出来る事は積極的に取り入れていきたい。
（２）利用実績について
・新卒者３名が利用で、利用実人数が25人となる。
・４月～11月の８ヶ月間の月平均の１日平均利用人数は16.5人で、年間設定最低人数16.3人を満
たしてはいる。(実質営業日数が年間予定開所日数より多い月もあり、１日平均利用人数が年間
設定最低人数より少ない月もある)
・来年度においては、新卒者１名が週５日、工房あおの丘の就労継続支援Ｂ型を希望している。事
業所として、是非利用実績に繋げたいと考えている。
（３）職員配置について
・作業厨房に昨年度の３月より、新規スタッフが配置される。
・製造量が大量の際はその２人体制で製造し、頂いた注文を全て賄う事が出来た。相談や協力しな
がら、お互い安心安定した作業厨房体制で作業を進める事が出来た。
・サービス管理責任者も含めたライングループで、作業厨房に関する作業や利用者情報などをいち
早く連絡伝達し、スムーズな作業活動を行なう事が出来た。
・外販従事スタッフは主なスタッフが今まで１人だった為、外販に関して担う事が多く、退勤も遅くなる為に２人体制とした。外販従事スタッフも、相談や協力して外販を進める事が出来た。
（４）就労支援事業について
・就労に向けた支援については、障害者就業・生活支援センターの定期面接のみであった。
・授産作業については、声を掛けて頂いた作業は納期も厳守し、従事する事が出来た。今後も通常利用日以外の作業を通じて、就労に向けた意欲の向上や、心構えを身に着ける事に繋げるよう支援を行なう。
（就労継続支援B型：ラヴォーロあおの丘with）
（1） 利用実績について
・作業環境づくりとして、新たな作業スペースの整備を行なう事が出来、そこでの作業につい
て不備なく進める事が出来るように、治具等の支援ツールの作成を行なった。

それ以外の作業においても、スピードアップのため、出来ない事を出来るようにするため、
治具を考案している。
・新しい場所の作業室での活動について、備品等については、受託先からの借入もあって整える
事が出来た。体制については、従事する利用者の絶対数を増やす事と、移動に係る時間をもう少
し減らす事が課題。

（2） 利用実績について
・利用実績自体は、全体として増加する事が出来ているが、通所が不安定な方も依然としておられ
る。

・新規で入られた方が支援学校卒業生ではなく、外部の相談支援事業所からの見学希望を経て利用

につながっている方々であるため、今後も地域の相談支援事業所への人員募集のアピールは続け
ていきたい。
（3） 職員配置について
・新卒で1名配置されたが、その能力を活かし切れているとは言えない状態。効果的な指導方法に
ついて、当人とも話しながら模索していく必要がある。
（４）就労支援事業について　
・受託作業での収入が、新たな作業を受託できたことで前年比で大きく上回る収入となっている。
毎日の作業を2社からの作業で安定させる事が出来ているが、スポットで入ってくる、草むしり
などの労務作業や、他不定期受託作業とのバランスを取る事が難しい。

また、受託作業では、不良品が多く出てしまう事となった。作業の進捗管理やスタッフ、利用者の体制を考え直すため、話し合いの場を設けて改善に向けて取り組んでいる。
（生活介護）
（１）年間目標について
・「能力を生かす」の面では、本人の身体状態や家族状況により個々の様子に変化がみられており、
スタッフ間で本人の様子や対応について確認しながら、現状のスタッフ態勢でできることを考え、
対応している
・「ADLの維持向上」の面では、全体の利用者対応となる為、向上にまでは至っていない。6月以
降にスタッフ態勢の変動があり、活動予定を曜日関係なく取り入れ、運動や買い物等の取り組み
にも幅を持って取り組んでいる
・「心身の安定」の面が、スタッフ態勢や支援力の不安定さが目立ち、利用者個々の支援にもしっ
かりと対応することができず、関係性の構築から取り組んでいる現状である
・『利用者の個人ワーク「できた」を増やす』は、個人ワークの項目では、対応しきれる人が限ら
れており、「できた」の内容には、個人差がある
個々に目標が異なる（報告や取り組むことの意味合い等）ため、個々のペースや様子に応じて作
業の促しを行なっている
・『スタッフは、利用者の情報共有を常に心がけ、スタッフ間の連絡を密にし、支援力の向上を図
っていく為、全員会議を行なう』は、情報共有に関しては、個人の意識と、毎日の打ち合わせ、
振り返りにより、向上している。会議の効果と支援力向上とは繋がっていないが、全員会議の実
施や記録をしっかり残していくことで、支援内容の振り返りを行なっている
（２）利用実績について
・今年度新規の利用者を1名採用した事により、1名の欠員を埋めた状況になっている。
（３）職員配置について
・体制としては、安定しているとは言えない
・食事対応者が足りていない事が、スタッフにとっても利用者にとっても、安定しない
　
　（４）活動について
・新型コロナの影響で、外出等は控えた。
　　・通常は、「調理」「創作」「買い物」「歌・レクリエーション」「作業活動」といった活動を曜日ごとにグループで取り組んでいる。
（放課後等デイサービス）
（1） 年間目標について
・「2事業所を想定したサービス内容を考案しながら、より個別支援計画を反映させた児童個人の
支援の充実につなげる。」は、8月より2事業所指定を受け、本格的には9月下旬より2事業所
で活動を分ける。
・児童が各サービスに分けられたことにより、落ち着いて活動に取り組める機会が増えている。
・10月から業務日誌を改定し、これをベースに個別支援の予定を今後組むようにしていく。
・公立小の迎え送迎や帰宅送迎など現時点で放課後等デイスタッフのみで賄えず、今後の課題。
　・LINEワークスの効果については、自サービス内、他部門との間での報告や情報の抜けが減った。スタッフの移動も多く、情報共有面では効果が大きい。
・主にパートとの利用者の活動の様子やその日の出来事の伝達については、スタッフが気になった
内容を付箋を活用して掲示し、全員が見て共有できるよう取り組んだ。ケース記録としても活用
しており、パソコンでのケース記録の確認が行えないスタッフについても、付箋を見ることによ
って情報の共有を図ることができた。
　　・パートとのその他業務伝達、共有については、まだ当日伝達となることすることも多く、LINE
ワークスを入れていないことも要因の一つ。強制ではないので、今後、どのように情報を伝達す
ることができるか課題である。
　・学校行事への参加については、感染症対策により参加ができない状況であった。来年度に機会が
あれば率先して参加していく。
（2） 利用実績について
・2021年度の年度当初の目標は、延べ4,374人、17.4人/日。今年度の見込みとしては、延べ4,059
人、平均16.4人。実績としては目標割れ。
・長期休みの際、追加利用の相談をお受けした際には断ることなく受けていた。
　・感染症対策で他事業所の利用ができなかった利用者の方についても追加でお受けしていた。
・卒業生が抜ける分の利用者獲得についても、相談と地域の情報を集めて精査していく。
・既利用者の日数増と新規利用者獲得の見極めのため、早い段階で情報収集を行う。
（３）職員配置について
　・6月以降、法人内で2事業所化を最優先と位置付けたことにより、各事業所最低常勤2人以上の
体制が確保できた。
　　また、児童発達支援管理責任者の異動や総務兼務者もいることで、業務の整理、役割分担の進捗
はみられた。
　　今後、より事業所ごとの業務が行えるようにしていく。
　・指定上、現場配置上、保育士、児童指導員の常勤換算1.0～2.0人確保を目指すが未達成。
また、送迎の他サービスヘルプ要請の状況を勘案しても支援時間帯においては、現状あきらかに
不足といえる。
・利用人数に対して、配置が少なく目が行き届かない曜日がある。
（４）環境、備品整備等について
　・職員の増員に合わせてのパソコンの整備を行った。
・パーテーションを活用することで、広い空間にも個室スペースを設けることができた。また、パ
ーテーションを使用することで児童の屋外に向いていた刺激も塞ぐことができ、屋外への飛び出
しの意識が少なくなった。
・視覚的な掲示やわかりやすい位置や箱の示し方などに取り組んでいる。
（５）活動について
・新型コロナの影響を受けながら、環境面や支援面にこれまで以上に留意して、計画に沿って実践できた。
（同行援護）
・職員の配置が取れず、Ｈ29年10月より休業となる。
　
（相談支援）
（１）職員配置について
・今年度4月より常勤専従者が相談支援専門員として配置される。ただし、11月には常勤専従者1名が退職。
（２）業務
・請求に関して昨年度の課題として返戻が多いことを挙げたが、実績記録表を導入したことや

専従で請求業務にあたることになったことにより、請求できるものの把握がしやすくなり返戻は減
っている。

・受給者証が更新されたら随時コピーを保管することを徹底出来ている。

※別紙「利用者実績一覧表（2021年度）」参照

2． 事業の実施に関する事項

（1） 特定非営利活動に係る事業

	定款の事業名
	事業内容
	実施日時
	実施場所
	従事者

の人数
	受益対象者の

範囲及び人数
	支出額(円)

	①障がい者(児）の自立生活支援及び社会参加支援事業
	・就労継続支援Ａ型事業・就労継続支援Ｂ型事業・生活介護事業・相談支援事業・日中一時支援事業・施設外就労訓練事業・農水商校連携事業
・スポーツ・外出・年中行事などのレクリエーション活動
	月～金

9：30～16：00

土日祝祭日あり
年間事業日数

257日
	・工房あおの丘
（入善町道古）
・ラヴォーロあおの丘New
・ラヴォーロあおの丘with（入善町青木）
・施設外就労先事業所（入善町・黒部市）
	スタッフ37名
ボランティア延べ32名
	１．県内在宅身体･
　　知的障がい者（児）
２．県内在宅精神障がい者
３．県内在宅高次脳機能障がい、学習障がい等に該当する者

※実績は、別紙１参照
	144,284,000円

	②障がい者(児）の地域生活支援事業
	・放課後等デイサービス事業・相談支援事業
・プールやレクリエーション施設などへの外出
	月～金、土
9：00～18：00

年間事業日数

247日


	・のびのbe-サポートあおの丘（入善町田ノ又）
・らいぶず-サポートあおの丘（入善町上野）
・外出場所
	スタッフ15名

ボランティア延べ11名
	県内在宅身体･知的・発達障がい児の内　
※実績は、別紙１参照
	36,146,000
円

	③地域福祉の理解と啓発のための広報及び交流事業
	・あおの丘マーケット（年1回）
・広報誌発刊

	9月18日
6・9・12月・
3月
	全事業所オンライン
	イベント・行事ボランティア延べ0名
	延べ参加者50名
800部*4回

	300,000
円

	④人材育成事業
	・専門学校・教育機関生徒実習受入
・14歳の挑戦受入
	
	
	0名
2名


	
	0


（2） その他の事業
	定款の事業名
	事業内容
	実施日時
	実施場所
	従事者

の人数
	受益対象者の

範囲及び人数
	支出額(円)

	他事業所物品販売事業
	・実施せず
	
	
	
	
	0


2

